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特集｜地上からの調査・探査・診断技術〈新型ステレオカメラ計測システム（3次元計測システム）の開発〉

はじめに1 .
　世の中でDXの推進が叫ばれ，業務の変革が求めら
れるようになった。本稿で紹介するデジタルカメラを
用いた3次元計測システムはメジャーやレーザー距離
計による測量に代わるもので，デジタル親和性も高く，
計測結果をPDFやエクセルに出力が可能であり，DX
化に大いに役立つものと考える。以前，「デジタルカ
メラを用いた3次元計測」1）として旧型ステレオカメ
ラ計測システムについて紹介した。かつて紹介したシ
ステムは道路上や水路の計測等，計測しにくい場所で
の計測に大いに活躍している。また，撮影してあれば，
計測が可能であるため，計測忘れなどの防止効果が高
い。しかし，ユーザーより計測精度の向上やGISとの
連携の要求が高まり新しくシステムを開発することに
した。新型ステレオカメラ計測システムは，システム
価格を維持しながら，使用する撮影機材も大幅更新し，
計測精度の向上，計測範囲の拡大や作図機能のソフト
ウェア追加により旧型ステレオカメラ計測システムと
比較して大きく性能向上が図れた。その部分を中心に
あらためて紹介する。

ステレオカメラ3次元計測の原理2 .
ステレオカメラ3次元計測の原理は，図−1に示す

ように3角測量の原理であり，既知の1辺（左右カメ
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図−1　計測の原理




